
理⼯系学⽣のための海外英語研修プログラム 

（オーストラリア・モナシュ⼤学・夏） 

⽇程：平成 27 年 8 ⽉ 29 ⽇(⼟)〜9 ⽉ 28 ⽇(⽉) 
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１. 派遣プログラムの目的、日程、参加者の紹介  (執筆担当：濵村肇) 

オーストラリアのモナシュカレッジで英語の研修を受け、実践的な英語力を身につける。

さらに一般的な英語研修に加えて、理工学系の専門的な表現を学ぶプログラムや、モナシ

ュ大学の学生との交流、ホームステイ等を通じて、自分に自信を持って英語でコミュニケ

ーションをはかることができるようになることを目指す。なお、このプログラムは、グロ

ーバル理工人育成コース実践型海外派遣プログラムの一環としても実施された。 

 

1.1 日程 

月日 スケジュール 備考 

2015/8/29（土） 成田空港 → 香港空港 → メルボルン空港  

2015/8/30（日） メルボルン空港に到着後、各々ホームステイ先へ  

2015/9/1（火）～

2015/9/25（金） 

モナシュ大学 クレイトンまたはシティキャンパスに

て授業を受講。 
土曜日、日曜日は自由行動 

 サブスケジュール  

2015/9/2（水） Indigenous Cultural Activity & BBQ  

2015/9/4（金） Meet and Greet Activity  

2015/9/10（木） Bald Hills Wind Farm へのフィールドトリップ  

2015/9/18（金） Engineering Activity day  

2015/9/24（木） Oral Presentation  

2015/9/25（金） Certificate Presentation  

   

2015/9/27（日） 

クレイトンキャンパスに集合した後、メルボルン空港

へバスで移動。 
 

メルボルン空港 → 香港空港 → 成田空港  

2015/9/28（月） 成田空港に到着後、各自解散。  
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る場所は厳密

として有名で

オーシャンロ

大な自然が広

ンロードは海

アンズ国立公

所へのツアー

どちらも車で

。 

パ

密にはメルボ

である。我々

ロード   

広がり、日本

海沿いの道を

公園では森や

ーに参加する

で３時間ほど

14 

パッフィン

フリンダ

ルグレーブ

ーマスの由

ることがで

りながら乗

って、今回

た。 

 

 

 

 

ボルン内では

々のような留

  

     

本では決して

を走り続け、

や岩や滝とい

る学生が多く

どの場所にあ

ビリー 

ダースストリ

ブ駅にあるパ

由来にもなっ

できる。窓に

乗る機関車は

回観光した場

は無いが、メ

留学生が行く

  グラン

て見ることの

あらゆる海

いった自然の

く、我々は英

あり、ツアー

ート駅から

パッフィンビ

った蒸気機関

に座って足を

はとても爽快

場所の中では

メルボルンに

く場合はツア

ンピアンズ国

のできない絶

海の景色を満

の景色を満喫

英語のツアー

ー無しで行く

およそ 70 分

ビリーは機関

関車で、実際

を出し、風に

快だった。僕

は一番印象的

に来たら必ず

アーに参加す

国立公園 

絶景であった

満喫すること

喫した。土日

ーと日本語の

くことはほぼ

分。ベ

関車ト

際に乗

にあた

僕にと

的だっ

ず行っ

するの

 

た。グ

とがで

日はこ

のツア

ぼ不可



3.M

3

 

 

 

 また

左か

る。動

 

参考文

https

 

Monash Univ

3.1 Monash 

3.1.1 M

Mo

ンクイ

野生のコア

た、野生の動

らグレートオ

動物園も多々

文献 

s://ja.wiki

versity と M

University 

Monash Univ

nash Unive

インしてお

 

アラ    

動物もそのよ

オーシャンロ

々存在するが

ipedia.org/

Monash Coll

 (松久) 

versity につ

ersity は Tim

り、またオー

  野生の

ような場所に

ロード、フィ

が、やはり自

/wiki/%E3%8

lege について

ついて 

Mona

書によ

Mona

第一次

John M

キャンパ

mes Higher

ーストラリア
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のスモールペ

に生息してい

ィリップアイ

自然の動物の

3%A1%E3%83%

て (執筆担当

ash Univers

って設立され

ash という名

次世界大戦時

Monash の名

パスの一角に

r Education

アの主要 8 大

ペンギン  

いるので、ガイ

イランド、グ

のほうが魅力

%AB%E3%83%9

当：日比滉大

sity は 1958

れた大学であ

名はオース

時のオースト

名を取って名

に立っていた

n の世界大学

大学の大学連

  野生の

イドさんが案

グランピアン

力的に感じた

9C%E3%83%AB

大,松久和歩

8 年にビクト

ある。 

トラリアの有

トラリア軍司

付けられて

た Sir John 

学ランキング

連合である G

のカンガルー

案内してくれ

ンズ国立公園

た。 

B%E3%83%B3 

) 

トリア州議会

有名な土木技

司令官である

いる。左の写

Monash の像

グでは第 73 位

Group of Eig

  

 

れた。

園であ

会議定

技師、

る Sir 

写真は、

像。 

位にラ

ght に



3

 

所属

育水準

モナ

リアで

工学部

部が存

3.1.2 キャ

オー

と海外

いる。

Cla

ン中心

る。 

以下

フェテ

ていた

真は購

いた。

パスの

 

3.2 Monash 

3.2.1 Mon

している。G

準を保ってい

ナシュ大学に

で最も大きい

部、情報技術

存在している

ャンパスの概

ーストラリア

外に 5 つ (M

。今回のプロ

ayton キャン

心部から南東

下の写真は C

テリアの写真

た。ピザやハ

購買である。

。下の 2 つ

の中にあった

College (

nash Colleg

Group of Ei

いる。 

には現在学部

い大学で、ア

術学部、法学

る。 

概要 

アのメルボル

Malaysia、S

ログラムでは

ンパスは Mon

東に位置して

Clayton キャ

真である。キ

ハンバーガー

。モナシュ大

つの写真は薬

た。 

日比) 

ge について 

ight とはオー

部生が 39000

アート、デザ

学部、医学看

ルンに 5 つ (

South Afric

は Clayton C

nash Unive

ておりCBD

ャンパスの施

キャンパス内

ー、サンドイ

大学のパーカ

薬局や旅行代

16 

ーストラリア

0 人、大学院

ザイン、建築

看護健康科学

(Berwick、C

ca、China、

Campus を使

ersity の中で

から電車と

施設について

内には様々な

イッチ等様々

カーやマグカ

理店であるが

アの大学連盟

院生が 16000

築学部、教養学

学部、薬学部

aulfield、Cla

India、Ita

使い授業を行

で最も大きい

バスを使い

てである。左上

な種類のお店

々な種類のも

カップ、USB

がこれら日常

盟でこの 8 つ

0 人在籍して

学部、ビジネ

部、理学部の

ayton、Park

aly) のキャン

行った。 

いキャンパス

1時間程度で

上の写真はキ

店があり多く

ものが売られ

B など様々な

常生活に必要

つの大学は高

ておりオース

ネス・経済学

の合計で 9 つ

kville、Penin

ンパスが存在

であり、メル

で通うことが

キャンパス内

くの学生が利

れていた。次

なものが売ら

要なものもキ

高い教

ストラ

学部、

つの学

nsula)

在して

ルボル

が出来

内のカ

利用し

次の写

られて

キャン



 

 

Mo

ールの

3.2.2 キャ

Mo

歴にお

る。 

Mo

階であ

徒は

Cent

と違い

った。

3 階の

 

 

 

 

 

 

 

3.2.3 キャ

Cit

に来て

milo

ースペ

るこ

材や

などが

きる。

nash Colleg

のようなもの

ャンパスの概

nash Colleg

おいて成功を

nash Colle

あった。ビル

もちろん、一

tral station

い、すべての

。Monash Co

のキャンパス

 

 

 

 

ャンパスライ

yキャンパス

ている学生た

などが用意

ペースも充実

とも十分に可

レベル別に分

が全て自由に

。 

ge は Monas

のである。 

概要 

ge は昨年で創

を収めるため

ge のシティ

ルのグランド

一般客も利用

で、徒歩数

の電車が Fli

ollegeのビル

スの受付まで

イフ 

スは英語学習

たちがたくさ

意されており

実しており、

可能である。

分けられた小

に読んだり、

sh Universit

創立 20 年目

めに、能力を

キャンパス

ドフロアーは

用していた。

数分でキャン

inders Stre

ルは地図上で

では案内が書

習のための施

さんいる。キ

、とても居

、他国からの

。英語学習用

小説、英語に

、借りたりで

シテ

17 

ty に入りたい

目を迎えた。

を引き上げた

はメルボル

はレストラン

最寄り駅は

パスに着く

eet station か

では大きな道

書いておらず

施設となって

キャンパス内

居心地の良い学

の留学生の友

用の教材も豊

に翻訳された

できるので、

ティキャンパ

いと思う海外

Monash Co

たり、自信を

ン市内中心部

ンがいろいろ

は Flinders S

ことができる

から発着する

道路に面する

ず、少々分か

ているので、様

内には自由に

学習空間が提

友達とリラッ

豊富に用意さ

た日本の漫画

自分に合っ

パス 

外学生のため

ollege は、留

をつけること

部に位置し、

ろあり、Mon

Street stati

る。メルボル

るため比較的

るため比較的

かりづらかっ

様々な国から

に飲めるコー

提供されてい

ックスしなが

されており、

画(ONE PIECE

った学習教材

めの英語語学

留学生が今後

とを目的とし

、ビルの 2、

nash College

ion か Melbo

ルンの電車は

的アクセスは

的見つけやす

た。 

ら語学留学を

ーヒーやミル

いる。また、

がら楽しく会

リスニング

E, NARUTO, 

材を選ぶこと

学スク

後の経

してい

3、4

e の生

ourne 

は日本

はよか

いが、

を目的

ルク、

フリ

会話す

グの教

etc.)

とがで



 

 

4 

4

 

 

 

英語研修プ

4.1 Monash 

4.1.1 Mo

Mo

授業

礎能力

業とな

スト

の編成

からの

る際

実践す

決め

自分の

なった

Folio

ンを行

だった

はなか

担任

があれ

あれ

に学生

助けに

ログラムにつ

English  (

onash Engli

nash Engli

に比べ、英語

力を養うこと

なっていた。

によって適切

成は、東工大

の留学生 8

に役立つテク

するという形

られたトピ

の意見を英語

た。授業では

o の内容はリ

行うものも

たのでとて

かったが、や

任の先生は生

ればなんで

ば、気兼ねす

生のことを考

になるであろ

ついて (執筆

(奥山) 

ish 

ish(以下 ME

語のリーディ

とを目的とし

。クラスのレ

切なレベルの

大 3 人、阪大

人となって

クニック、英

形式の内容が

ックに関して

語にして発信

は Folio とい

スニング、

１つあった。

も貴重な経験

やりきったと

生徒のことを

も相談するこ

することなく

考えてくれて

ろう。 

筆担当：奥山

E)は Clayto

ィング、リス

した内容の授

レベルは１か

のクラスに分

大 3 人、千葉

ていた。授業

英語でプレゼ

が多かったよ

て自分の意見

信するのとい

う課題のよ

リーディン

。英語でプレ

験となった。

という事実が

をしっかりと

ことができる

く何でも相談

ており真摯に

18 

山博史,沢崎鷹

on キャンパス

スニング、ラ

授業であった

から 7 まで

分けられる。

葉大 3 人、徳

内容を詳細

ゼンをする際

ように感じる

見を英語で交

いうのは意外

うなものがあ

ング、ライテ

レゼンを行う

。プレゼンの

が自分にとっ

考えてくれ

る。もし、な

談するべきで

に相談に乗っ

鷹,末續美優

スで行われて

ライティング

た。ME は週

あり、事前学

自分が授業

徳島大 1 人、

に述べると、

際によく使う

る。スピーキ

交わし合うと

外にも難しく

あり、それの

ィングが主に

うというのは

の出来はお世

って大きな自

れており、昼食

なにかちょっ

であると思う

ってくれるの

優) 

ていた理工系

グ、スピーキ

に 3回あり

学習で行われ

業を受けてい

三重大 1 人

、英文を読ん

うフレーズな

キングでは、

という内容の

く、これはと

の良し悪しで

になっており

は自分にとっ

世辞にも良い

自信へと繋が

食の時間など

っとした悩み

う。キャンパ

ので、必要な

系の内容に寄

キングといっ

、1日 4時間

れるクラス分

いたクラスの

人、日本以外

んだり聞いた

などを学びそ

クラスメイ

のものが多か

とても良い練

で成績が決定

り、中にはプ

って初めての

いと言えるも

がった。 

どに、なにか

みでも持つこ

パスの先生は

なときには大

寄った

った基

間の授

分けテ

の生徒

外の国

たりす

それを

イトと

かった。

練習に

定する。

プレゼ

の経験

もので

か悩み

ことが

は本当

大きな



 

4

 

また

外、食

り、英

 

4.1.2 ワー

City

われて

グそれ

可能で

フレー

間をた

受講で

 

4.2  English

 4.2.1 C

こち

の授業

あと

授業の

現した

英語

ことが

自分の

あま

た、授業だけ

食事の時間に

英語で会話す

ークショップ

y キャンパ

ている。ワー

れぞれに特化

である。各

ーズや会話す

たくさん設け

できる機会が

h for Engin

Class 

ちらでは、先

業を行った。

も生かせるよ

の初めには理

たりするのか

を話す機会が

ができ、僕は

の専門をプレ

り経験がない

けでなく、ク

に行った他国

する、自分の

プ 

スではワー

ークショップ

化した内容の

ワークショッ

するときに気

けられている

があれば是非

eering and 

先ほど述べら

。そのため阪

よう三人組を

理系の用語を

か、など非常

が多く設け

は大変学ぶも

レゼンで行う

い上に英語で

ラスメイト

国の文化や他

の意思が伝え

クショップと

プにはリスニ

のものが用意

ップは１回

気をつけるべ

るのでとても

非参加するこ

Science (沢

られた授業と

阪大と東工大

を作り英語で

を英語でどう

常に実践的な

られているわ

ものが多く参

うというもの

で行い、さら

19 

である日本以

他愛もない内

えられるとい

という補習の

ニング、リー

意されており

１時間と短い

べき事を学び

も充実した内

ことをオスス

崎) 

比較できる

大の理系学生

で議論をし、

う表現するか

な内容が取り

わけではない

参加できてよ

のであり、最

らに自分の専

以外の国か

内容の会話全

いうことがと

のような自由

ーディング、

り、自分の苦

いが、実際の

び、更にそれ

内容になって

スメする。

ように Clas

生で構成され

毎回授業の

か、プレゼン

上げられた

いが確実に将

よかったとお

最終日にプレ

専門に関する

らの留学生と

全てが大変有

とても嬉しか

由参加の授業

ライティン

苦手な能力を

の会話で使え

れを実際に使

ており、もし

ss と呼んでお

れており、日

の終わりにプ

ンでどのよう

た。Monash E

将来使えるよ

おもっている

ゼンを行った

ることという

と休み時間や

有意義なもの

かった。 

業が平日に毎

ング、スピー

を補強するこ

える汎用性の

使って会話す

しワークショ

 

おり、主に理

日本に帰って

プレゼンを行

うに構成した

English のよ

ようなことを

る。授業の評

た。プレゼン

うわけで、常

や授業

のであ

毎日行

ーキン

ことが

のある

する時

ョプを

理工系

てきた

行った。

たり表

ように

を学ぶ

評価は

ンを、

常に難



 

 

 

4

 

しか

の表現

内容

 

4.2.2 Ce

卒業

みんな

振り返

きはま

4.3 日常生活

モナ

さん

参加

 

 

 

 

ったが、よい

現も身に付け

も聞くことが

ertificate Pr

業式のような

なに紹介す

返り、非常に

まだ帰りたく

修了証を

活での英語学

ナシュカレッ

ありました。

したり、テレ

い経験になっ

けることがで

ができるため

resentation 

なものが行わ

る、という時

にさみしくな

くないという

を受け取って

学習について

ッジとモナシ

。積極的にホ

レビを見たり

ったと思う。

できるため有

めとても楽し

われた。そこ

時間があった

なった時間で

う気持ちにな

ている様子

て (末續) 

シュユニバー

ホストや先生

りラジオを聞
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。また大学で

有意義なもの

しかった。

では三人一

た。みんなの

であった。最

なった。 

 

     

ーシティの英

生に話しかけ

聞いたり、日

で習った内容

のとなった。

組となり、思

の話を聞いて

最後に先生か

  プレゼ

英語研修以外

けたり、日本

日記を書いた

容を復習する

他のクラス

思い出を軽く

ているうちに

から直接修了

ゼンしている

外にも英語を

本語ではなく

たりなどです

るとともに英

スメイトの専

くプレゼン形

に自分の思い

了証を渡され

る様子 

を学ぶ機会は

く英語のツア

す。 

英語で

専門の

形式で

い出も

れたと

はたく

アーに



 

4.3.1 ホー

一番

ストは

ホス

とがで

メルボ

 

 

4.3.2 学校

私の

兼ねな

につい

ス外で

好きな

の部室

り、放

参加す

 

 

 

ームステイ 

番はホストと

は、30 代の若

トが気を遣っ

できたので

ボルンのオス

校生活 

クラスには

なく会話をす

いて、家族に

で留学生や現

な学生や日本

室に遊びに行

放課後一緒に

することで英

との会話です

若い女の人が

ってくれてシ

リスニングに

ススメの観光

８人ほどの留

することがで

について等、

現地の学生

本語を学んで

行き現地の友

にでかけた

英語を使って

す。日常で英

が一人だった

シンプルな英

にはあまり苦

光スポットを

留学生がいた

できました。

、授業外でも

と出会う場は

でいる学生に

友達をつくり

り、また、彼

ての交流の機
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英語を一番使

たので会話を

英語で会話を

苦労しません

を聞いたり、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たのですが、

。自分たちの

も仲良くなり

は少なかった

による日本語

りました。英

彼らが週末に

機会が増えま

ったのはホス

をする時間が

をしてくれ、

んでした。毎

会話のトピ

彼らは同じ

の国や文化に

り積極的に話

たのですが、

語クラブがあ

英語と日本語

に開催してい

ました。 

ストとの会話

がたくさんあ

自分のペー

毎日の出来事

ピックはたく

じレベルとい

について、メ

話すようにな

モナシュ大

あり、空いて

語を交互に使

いるイベント

話でした。私

ありました。ま

ースで会話す

事を共有した

さんありま

いうこともあ

メルボルンの

なりました。

大学では、漫

ている時間に

使って会話を

トなどに積極

私のホ

また、

するこ

たり、

した。 

あり気

の生活

クラ

漫画が

に彼ら

をした

極的に



 

 

 

 

 

 

 

4.3.3 その

他に

語が聞

するた

ので徐

たり

の説明

そし

うにす

習にな

分か

たり

日本宛

外国

ため、

どれだ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の他 

には、自然と

聞こえる状態

ため聞き取

徐々に聞き取

もしました。

明を録音して

して、私は毎

するためで

なりました。

りませんが、

したのでボキ

宛にエアメー

国人と出会う

、自分から意

だけ英語力が

と耳に入って

態でした。も

るのは大変で

取れるように

。他の参加者

て通学の時に

毎日英語で日

もあり、その

。誰かに読ん

、スピーキン

キャブラリー

ールを書いた

う機会も少な

意図して英語

がのびたのか

てくる英語で

もちろんテレ

でしたが、映

になりました

者と仲良くな

に聞いたりし

記を書くよ

の日習った文

んでもらうわ

ングよりも文

ーも増えまし

たりもしてい

なく、授業以

語に触れる機

かはわかりま
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です。私の家

レビの英語は

映像をみなが

た。また、ツ

なったり、ガ

していました

うにもして

文法を使うた

わけではない

文法を意識す

した。また、

いました。

外では日本語

機会を作るこ

ませんが、確

では常にテレ

はスピードも

がら場面や台

ツアーではあ

ガイドさんに

た。 

いました。そ

ためでもあり

いので、正し

することがで

授業中に手

語だけでも生

ことがとって

確実に成長で

レビがついて

も速く、俗語

台詞を想像す

あえて英語の

に話しかけた

その日の出来

り、一番はラ

しい文法を使

でき、単語を

手紙の書き方

生活できてし

ても大切でし

できたと実感

ていたので常

語を使ってい

することがで

のツアーに参

たり、ガイド

来事を忘れな

ライティング

使えているの

を調べながら

方を習ったの

しまう環境だ

した。一ヶ月

感しています

常に英

いたり

できた

参加し

ドさん

ないよ

グの練

のかは

ら書い

ので、

だった

月間で

す。 
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5

 

 

Field Trip に

 

5.1 Wind Fa

 

私た

Wind

てた

成した

ム 30

まで

それが

一年間

元々牧

る。 

 

 

 

 

 

について (執

arm とは？

たちは、日本

d Farm に行

どり着いた。

た。メルボル

00 個分の敷地

125m もあ

が 52 基もあ

間で 380,00

牧場であった

執筆担当：伊

（伊東） 

本企業が海外

行った。2 週

。この風力発

ルンの中心街

地に 52 基の

る巨大なター

あることから

00MWh 発電

た土地に発電

伊東紀碩，劉

外でどのよう

目の木曜日

発電所は日本

街から約 200

の風車がある

ービンであっ

らこのプロジ

電しており、

電所を作った

23 

劉暁夢，王丹

に活躍して

にクレイトン

本の企業であ

0km 離れた

る。タービン

った。タービ

ジェクトの大

これは 62,0

たため、今で

丹) 

いるかを実

ンキャンパス

ある三井物産

ところにあ

のはねは一個

ビン一つ作る

きさがうかが

000 世帯の一

でも牛や羊な

際に見るため

スから 3 時間

産が投資する

る巨大な発電

個 8 トン、一

るのに 3 億円

がえた。この

一年間の消費

などの放牧が

めに、Bald 

間ほどバスに

ることによっ

電所で、東京

一番下から一

円かかるらし

の風力発電所

費電力に値す

がおこなわれ

 

Hills 

に乗っ

って完

京ドー

一番上

しく、

所では

する。 

れてい
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5.2 Wind Fa

 

 

Win

機会

置であ

arm について

nd Farm で

を頂けた(写

ある。この電

て現地で伺っ

(写真

(写

では、現地で

写真 1)。私が

電線を通って

ったお話（劉

1：南場さん

写真 2：Win

で勤務なさっ

が伺ったお話

て Wind Far

24 

劉）  

んからお話を

nd Farm につ

ている三井物

話の中で、1 番

m で作られ

を伺っている

つながる電線

物産の南場さ

番注目したの

た電力が各地

る様子) 

線) 

さんという方

のは写真 2 の

地域に運送さ

方からお話を

のような電線

されている。

 

 

を伺う

線の配

写真
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2 では真っすぐに電線が配置されているが、中には真っすぐに電線を配置できない地域もあ

ると南場さんから伺った。普通、真っすぐに電線を配置した方がコスト的にも安く抑えら

れるのだが、そうはできない理由があると仰っていた。それは電線を配置することに関す

る、各地域の住民の意見と関係してくる。住民がその地域で電線を配置することに賛成で

きなければ、そこを迂回して配置しなければならない。このような背景があり、実際の電

線はくねくねと曲がっているのである。この問題が風力発電がその地域にもたらす最大の

問題だと南場さんは仰っていた。また、現地には技術者がたくさん働いていて、その中の

Glenn さんという方から興味深いお話を伺うことができた。Wind Farm のタービンの羽は

風向きによって自在に変えられることができて、風を効率的にキャッチすることができて

いた。また、1 個 8 トンもある羽を本当に風の力だけで回しているのかという質問の答えと

しては、風を効率的にキャッチする仕組みを実現したおかげで他の力に頼らず、風の力だ

けで回しているという回答を頂いた。 

 

 

5.3 Wind Farm についての感想（王） 

Wind Farm の見学を通して、日本の技術が世界をリードしているという実感があった。

そんな大きいプロジェクトなのに、マネージャー一人でメルボルンに行って、現地の人と一

緒に働き、一緒にプロジェクトを完成したことに感動した。見学を通して、風力発電の原理

を知り、実際にどういう風に運営しているかや、プロジェクトを完成させるためにどのよう

な努力をしたかがわかった。やはり、世界を変えるのは技術だと感じた。技術者としてのプ

ライドを持って、世界に貢献できるように頑張りたい気持ちが強くなった。 

 

 

6 Monash University 訪問について (執筆担当：佐川夏紀，目黒創太，山本雅之) 

6.1Engineering Lecture について (佐川) 

Monash University の土木工学の教授の授業を 1 コマ分受講した。講義内容は座学ではな

く、いかに軽くて強い橋を新聞紙で作るかというコンペティション形式のものであった。 

教授による簡単なコンペティションの概要の説明を受けた後、大阪大学の学生も混合で、

9 人で 1 つのグループを作り、各グループで協力して橋の作成を開始した。今回作成した橋

は，スパンが約 65cm で幅が 10cm 程度のトラス橋である。橋の強度の測定方法としては、

作成した橋の両端を固定し、その上に重りを載せた台車を走らせて強度を競うというもの

であった。 

橋の作成に与えられた時間は約 1 時間であった。グループ内で橋の形と、どのようにトラ

スを入れていくかを相談して決定し、新聞紙を丸めて橋を作成していった、どのような形

にすれば強い橋が作れるのか、どのように新聞紙を用いればより強い材になるのか、各グ

ループで試行錯誤しながら形を作っていった。 



 

1 時

がった

知識

さを実

 

 

6.2 Tour of

Eng

工学部

学系の

バッグ

 

Mo

されて

うに見

 

時間後には，

た。橋の上を

を出し合い、

実感した。 

f Monash En

gineering A

部の施設見学

の施設、図書

グなどを頂い

nash Unive

ている建物

見た目などに

 

建物の

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの

を台車が通る

、それぞれが

ngineering 

Activity の一

学を行った。

書館などを見

いた。 

ersity の建物

もあった。

にも工夫を凝

例 その 1 

の班で個性の

ると各グルー

がそれぞれの

Facilities（

一環として、

。はじめに軽

見て回った。

物には変わっ

日本では、大

凝らしている
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ある橋が完成

ープから歓声

の得意な分野

（山本） 

Monash U

軽い説明を受

。見学終了後

った形のもの

大学の建物は

るのは面白い

 

 

成し，コンペ

声が上がり、

野で力を発揮

University の

受けたあと、

後は、記念に

のが多く、中に

は無機質であ

い。 

ペティション

それぞれの

揮しながら協

の職員の方に

工学部の各

にノート、ボ

には機能性ま

あることが多

ンはかなり盛

の専攻を越え

協力して学ぶ

に案内しても

各学科の建物

ボールペン、

まで考慮して

多いので、こ

盛り上

えて、

ぶ楽し

らい、

物、工

エコ

て設計

このよ



 

 

 

モナ

った。

に使わ

 

ナシュ大学の

。建物内には

われている教

工学

のクレイトン

は各学科の紹

教室も見るこ

 

学部の建物内

 

ンキャンパス

紹介や展示な

ことができ、

内での展示の

27 

スはかなり広

などもあり見

良かった。

 

 

工

例 

キ

建

広く、工学部の

見て回るだけ

以下は展示

工学部の教室

キャンパス内

 

 

 

 

建物の例 その

水不足を

るために、

る部分を利

貯められる

る 

の建物だけで

けでも楽しめ

示や教室の様

の様子 

 

 

 

 

 

にあった巨大

 

 

の 2 

を少しでも解

斜めになっ

利用して、雨

るようになっ

でも相当の数

めた。また、

様子である。

大なオブジェ

解消す

ってい

雨水を

ってい

数があ

実際

 

ェ 



 

キ

もあっ

ニ

見た時

も興味

 

ニュ

 

以上

して、

学院に

 

 

 

ャンパス内に

った。このよ

ュートンの

時には少し感

味深いもので

ュートンが万

上、工学部の

、楽しみなが

に進学する際

には、その他

ような展示も

リンゴの木は

感動した。橋

であったと思

万有引力を発

の施設見学を

がら学べる環

際にも海外の

他にもニュー

も日本ではあ

は話には聞い

橋の展示も単

思う。 

ニュー

発見したとさ

実際に

を終えて、日

環境が整って

の院を考える

28 

ートンのリン

あまり見られ

いたことがあ

単に見て楽し

ートンのリン

されるオリジ

 

に崩壊した橋

 

本の大学と

ているのでは

る一つのきっ

ンゴの木や、実

れないため、

あったが実物

しむだけでな

ンゴの木 

ジナルの木か

橋の展示 

随分違うと

はないかと思

っかけになる

実際に崩落し

とても貴重

物を見たこと

なく、工学的

ら接ぎ木され

ころが多いと

思う。この見

るのではない

した橋の展示

重な経験とな

とはなかった

的な見地から

 

れたうちの一

 

と感じた。全

見学は、将来

いだろうか。

示など

った。 

たので、

ら見て

一つ 

全体と

来、大
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6.3 Monash 

 こ

Moto

明す

主催で

作費、

ら非常

きなイ

がレー

学生た

ある。

を残

 

私は

との違

する

Moto

一部

 

 

 その

してい

る企業

イラー

Motorsport

こではモナシ

orsports とは

ると Monas

で行われる

、安全性など

常に小規模で

イベントとな

ースカー製造

たちにエンジ

。またこの

している。 

は特にこの分

違いを完全に

団体として

orsports では

を紹介したい

の特徴とは非

いるという

業の数からも

ーがある。(写

ts について 

シュ大学でと

は端的に言え

sh Motorspo

自動車競技会

ど様々な点が

で始まったも

なっている。

造からレース

ジニアリング

Monash M

分野について

に把握してい

てはあまり目

は私が聞いた

い。 

写真

(引用元 h

非常に多くの

ことである。

もわかる。(写

写真３)この

(目黒) 

とくに有名な

えば「レーシ

orts とは Fo

会に出場する

が評価されて

ものだったが

。もちろん日

スに出場する

グなどの実践

Motorsports

て詳しいわけ

いるわけでは

目立った特

た限りにおい

真１  Mo

http：//www

の企業がこの

。この企業の

写真２) ま

のパーツはレ

29 

な Monash M

シングカー制

ormula SAE

るチームであ

て順位が決定

が、今では世

日本でも開催

るまでを学生

践的技術を身

はかなりの強

けではないた

はない。その

特徴ではない

いては様々な

onash Moto

w.monashmo

の Monash M

の多さについ

た、技術提供

ースカーの後

Motorsports

制作部」のよ

E とよばれる

ある。この競

定される。こ

世界の様々な

催されている

生主体で行う

身につけさせ

強豪であり、

ため他にこの

のため今から

い可能性もあ

な驚くべき特

rsports の方

otorsport.co

Motorsport

いてはレース

供の一例とし

後部に装着し

について説

うなものであ

るアメリカ自

競技会ではデ

の競技会は

な場所で開催

る。この競技

うということ

せるという目

、様々な国際

の競技会に参

ら述べること

ある。しか

特徴であった

方々 

om/the-team

s に出資、ま

スカーにラッ

して車体のリ

して本体への

説明する。Mo

ある。具体的

自動車技術協

デザインとそ

1978 年くら

催されるまで

技会の最大の

とである。こ

目的があるた

際競技会でも

参加する団体

とは競技会に

かしこの Mo

たためそのう

 

m/) 

または技術提

ッピングされ

リアウィング

の空気抵抗を

onash 

的に説

協会の

その製

らいか

での大

の特徴

これは

ためで

も功績

体など

に参加

onash 

うちの

提供を

れてい

グスポ

を減ら
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すとい

使用す

のほか

てい

技会

の面で

 

          

   

 

 また

らの人

では分

クニカ

に組み

うえで

スポ

する企

のでテ

 

その他 (執筆

 

7.1 メルボ

7.1.1 メル

 オー

物はカ

がこの

ので完

 

いうものであ

することで理

かにも素材

る。このよ

を通じて育成

で大きなメリ

     

た、写真１か

人は単に車体

分野として大

カルチームが

み立てをすぐ

で時間の半分

ンサーとの交

企業と関わる

テクニカルチ

筆担当：松井

ルンの町な

ルボルンの景

ーストラリア

カラフルで妙

のプログラム

完全に気を緩

ある。これを

理想的な形の

としてカーボ

うに企業が非

成された優れ

リットがある

 写真２ 

からもわかる

体を組み立

大きく分ける

がレースカー

ぐに行うわけ

分ほどを組み

交渉や予算の

るため、競技

チーム同様に

井将洋,宮川

ど (松井) 

景観 

アの道路や建

妙な形である

ムに参加して

緩めていい感

を学生がデザ

のリアウィン

ボン素材を提

非常に協力的

れたエンジニ

るためである

     

るようにこの

てたチームで

るとテクニカ

ーの組み立て

けではなく時

み立てに使う

の計上などを

技会における

に重要な役割

川まどか,中田

建物は、日本

る。治安はい

ていた東工大

感じではない

30 

ザインする。

ングスポイラ

提供してもら

的であるのに

ニアなどにそ

る。 

る

     

の Monash M

であるとい

カルチームと

ておよびシミ

時間の半分ほ

うということ

を行う。これ

予算などの審

割を担ってい

田荘星) 

本のそれらに

いいという話

大の人で、電

いようである

そして企業

ラーを作るこ

らうなど様々

にはもちろん

その会社に就

写真３ リ

Motorsport

うわけでは

とビジネスチ

ミュレーショ

ほどをこのシ

とであった。そ

れは先ほど述

審査対象とな

いることがわ

に比べると落

話も聞き、実

電車内で盗難

る。 

業の所有する

ことができる

々な技術提供

ん理由がある

就職してもら

アウィング

s には多くの

ない。Mona

チームが存在

ンを行って

シミュレーシ

その一方でビ

べたような技

なる部門とい

わかる。 

落書きが多く

実際自分は良

難に遭ってし

る３D プリン

るようになる

供を企業から

る。それはこ

らうなど人材

スポイラー 

の人が居る。

ash Motors

在している。こ

ている。ここで

ションに使い

ビジネスチー

技術、資金提

いうことでも

く、いくつか

良いと感じた

しまった人も

ンタを

る。そ

ら受け

この競

材育成

 

これ

sports 

このテ

では単

、その

ームは

提供を

もある

かの建

たのだ

もいた



 

  

カ

体

であ

 

 また

ティー

S

 

大き

カラフルな建

どうやってか

ある。 

た、メルボル

ーでも、教会

St. Patrick’s

きな教会で中

建物、落書き

かいたのか

ルンの町には

会は St Patr

s Cathedral

中も神聖な雰

の一例。左

目を疑う落書

は大きさを問

rick’s Cathe

of Chri

Presbyt

り、ガー

Fitzroy

Garden

※ガーデ

か怪しい

   

  

 

 

l 

雰囲気である

31 

の写真の中央

書き、右の写

問わず教会や

dral、St Ja

st、St Franc

terian、St M

ーデンは C

y Gardens、

ns とこれも多

デンは日本で

いのであえて

る。 

央のいびつな

写真の右側の

やガーデンが

ames、St Ma

cis’、St Paul

Michael’s、S

arlton Gar

、Treasury

多い。 

で言うところ

てガーデンと

な建物やその

のカラフルな

がとても多い

ary Star of t

l’s Cathedra

St Augustin

dens、Flag

Gardens、

ろの公園か庭

としている。

の左側の建物

なオフィスが

い。メルボル

the Sea、Ch

al、Baptist、

ne’s とこんな

gstaff Gard

Royal Bo

庭か観光名所

 

物の一

がそれ

ルンシ

hurch 

Scot’s 

なにあ

ens、

otanic 

所なの



 

Fitz

は自然

 

7.1.2 オー

 お金

種類 

$100 札 

$50 札 

$20 札 

$10 札 

$5 札 

$2 硬貨 

$1 硬貨 

￠50 硬貨

￠20 硬貨

￠10 硬貨

￠5 硬貨 

zroy Garde

然のみ）実は

ーストラリア

金の種類と大

日本で言

1 万円札

5 千円札

2 千円札

千円札 

500 円玉

なし 

100 円玉

貨 50 円玉 

貨 なし 

貨 10 円玉 

5 円玉 

ens。自然が

はこのガーデ

アのお金 

大きさなどは

言うなら 大

札 1

緑

札 1

黄

札 1

赤

1

青

玉 1

紫

直

玉 直

1

対

銀

直

直

直

広がってい

デンだけキャ

は次の通りで

大きさ、形状

15.9cm×6.5

緑色、ポリマ

15.1cm×6.5

黄色、ポリマ

14.4cm×6.5c

赤色、ポリマ

13.6cm×6.5

青色、ポリマ

13.1cm×6.5

紫色、ポリマ

直径 2.0cm 円

直径 2.4cm 円

1 辺 0.8cm の

対辺の距離は

銀色 

直径 2.8cm 円

直径 2.3cm 円

直径 1.9cm 円
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るだけに思

ャプテン・ク

である。現金

状、色 

5cm 長方形

マー紙幣 

5cm 長方形

マー紙幣 

cm 長方形

マー紙幣 

5cm 長方形

マー紙幣 

5cm 長方形

マー紙幣 

円形、金色

円形、金色

の正十二角形

は 3.2cm 

円形、銀色

円形、銀色

円形、銀色

えるかもしれ

ックのコテ

金の種類はお

何が書か

表はネリ

ナシュ

表はデイ

ディス

表はマリ

フリン

表はバン

ム・マリ

表はエリ

の豪州国

表はヘン

リン・ヘ

裏面はア

裏面は

形 裏面はオ

世界大戦

ームズ

裏面はカ

裏面はコ

裏面はハ

れないが（実

ージなどがあ

よそ日本と同

かれているか

リー・メル

イビッド・

・カーワン 

リー・ライ

ンジョー・

リー・ギル

リザベス 2

国会議事堂

ンリー・パ

ヘレン・ス

アボリジニ

5 頭のカン

オーストラ

戦、2006 年

など 

カモノハシ 

コトドリ 

ハリモグラ

実際他のガー

ある（右側画

同じくらいで

か 

ルパ、裏はジ

ユナイポン

ン 

ビー、裏は

パターソン

ルモア 

世、裏はキ

堂 or 

ークス、裏

ペンス 

と南十字星

ンガルー 

リアの国章

年コモンウ

シ 

の絵 

ーデン

画像） 

である。 

ジョン・モ

ン、裏はエ

はジョン・

ン、裏はダ

キャンベラ

裏はキャサ

星 

章、第 2 次

ウェルスゲ



 

 

オー

いで$

日本

る。 

それ

財布

るのだ

体$1

に行

してい

 

参考文

https

%88%

3%A

 

ーストラリア

$1(ドル)＝￠

本とは違い一

れに加え、自

にたくさんあ

だが$1 均一

.5 以上する

く人々でこの

いただきたい

文献 

s://ja.wikipe

%E3%83%A

B 

アでは豪ドル

￠100(セント

一つ一つのも

自動販売機以

あった印象で

一ではなく、

るものが多い

の報告書を読

いものである

edia.org/wik

A9%E3%83%

ルで買い物を

ト)ある。多く

ものの物価が

以外で小銭を使

である。日本

$2.8 均一な

ので、もし

読んだのであ

る。 

ki/%E3%82%

%AA%E3%8
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 長さは

のズレは

ラリアで

る。紙幣

規則があ

った。ち

あったみ

になくな

参考ま

50硬貨

現金(上

 

 

 

 

 

 

 

 

を行う。だい

くのお店では

が高いのでお

使う場面が

本のダイソー

ので小銭が使

来年以降この

あれば是非参

%AA%E3%8

82%A2%E3

は自分で定規

はあるかもし

では現金はこ

幣は高いほど

あったが硬貨

ちなみに昔は

みたいだが貨

なった。 

までに表から

貨(下)と少し足

上) 

いたい１豪ド

はクレジット

お金の減りが

日本ほど多く

ーもメルボル

使えそうで使

のプログラム

参考にして小

83%BC%E3

3%83%BB%

規で測ったの

しれないがオ

これらのもの

ど大きくなる

貨には規則性

は￠1 硬貨￠2

貨幣価値が低

らは想像しに

足りないがい

ル＝80〜90

トカードが使

が早かった印

くはないので

ルンシティー

使えず、自販

ムでオースト

小銭は計画的

3%82%B9%

E3%83%89

ので若干

オースト

のを用い

るという

性はなか

2 硬貨も

低いため

にくい￠

いろんな

0 円くら

使える。 

印象であ

で小銭が

ーにはあ

販機も大

トラリア

的に消費

%E3%83

9%E3%8



 

7.2 ホーム

7.2.1 生活

今回

1 か月

犬とい

大きな

双子の

の家族

てお

Mado

いてた

食事

かった

んなで

がで

にな

帰る

7.2.2 食事

 

 

 

ステイでの生

活 

回の留学で初

月であった。

いう構成で、

な家で、家の

の兄弟は常に

族ができた

り、ある日家

oka! How ar

たくさん聞い

をするのだが

たできごとを

で喜び、悲

きたときには

って帰ってき

と元気になれ

事 

生活について

初めてホーム

受け入れ先

、初めての海

の中にはシャ

に駆け回って

ようであった

家に帰ると

re you?」と

いてくれ、

が、その時に

を話すとい

しかったこ

は行おうと思

きて、更に英

れた。英語だ

て (宮川) 

ムステイでの

先の家族は、母

海外生活で緊

ャワールーム

て遊んでいて

た。さらに、

９人の子供が

言ってハグ

とても素敵な

に一人ずつ、

う恒例行事が

とはみんなで

思った。毎日

英語の不自由

だけでなく、
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の生活を経験

母、父、祖母

緊張している

ムが３つ、庭

て、にぎやか

、スクールホ

が家にいて、

をしてくれ

な時間を過ご

、その日に起

が行われてい

で悲しむので

日学校があり

由さでへこん

家族の在り

 朝食

かった

ンには

きなパ

リアル

食べて

くれ、

日本で

れにつ

真はお

メルボ

で、毎

ァザー

であっ

 

験したが、すべ

母、10 歳の女

る私を暖かく

にはプールや

かで笑いが絶

ホリデーが始

、私が帰って

た。また、親

ごすことがで

起きた一番嬉

いた。一人ひ

である。とて

り、ハードな

んでいる時も

り方も学べた

食は学校の授

たので、毎朝

は常にパンが

パンをトース

ルも 3，4 種類

ていた。夕食は

とても手の

では食べたこ

ついての話も

おいしかった

ボルンの人た

毎日 3～4 杯く

ー自慢のカプ

た。 

べてが新しく

女の子、8 歳の

く迎え入れて

やバスケット

絶えない家庭

始まると、親

てくるのを知

親戚の大人た

できた。毎日

嬉しかった出

ひとりの嬉し

ても素敵な習

な授業があっ

もホストファ

たのではない

業があり、家

自分で用意し

3、4 種類用

トして食べて

類あり、ヨー

はホストマザ

込んだ料理

とのない料理

しながら食事

夕食の一つ

ちは、コーヒ

くらい飲んで

プチーノがと

くあっという

の双子の男の

てくれた。と

トゴールがあ

庭で、もうひ

親戚が集まっ

知ると、「H

たちも、日本

日、家族みん

出来事と一番

しかったこと

習慣で、私も

った日はクタ

ァミリーのも

いかと思う。

家を出る時間

していた。キ

用意してあり

ていた。他に

ーグルトをか

ザーが毎日作

理で美味しか

理も出てきて

事をした。左

例である。

ヒーがとても

でいた。ホス

とてもお気に

う間の

の子、

とても

あり、

ひとつ

ってき

Hallo , 

本につ

んなで

番悲し

とはみ

も家族

タクタ

もとに

 

間が早

キッチ

り、好

にはシ

かけて

作って

った。

て、そ

左の写

また、

も好き

ストフ

に入り



 

7.2.3 その

特に

が少な

ほどか

った。

ので、

 また

盛り上

スト

 

 

 

 

 

 

 

 

の他  

に不自由なこ

ないという理

かけてシャワ

。しかし、雨

、その心は大

た、オース

上がりの時期

ラリアの文化

ことはなかっ

理由で、シャ

ワーを浴びて

雨があまり降

大切にした。

トラリア人が

期で、家族み

化を肌で感じ

フッ

ったが、ひと

ャワーの時間

ていたのに対

降らないとい

節水に努力

が毎年盛り上

みんなで贔屓

じることがで

トボールのユ

35 

つだけ、日本

間を制限され

対し、メルボ

いう特徴を持

力し、シャワー

上がる、オー

屓のチームを

できるのも、

ユニフォーム

本との違いで

れていたこと

ボルンでは 4

持つメルボル

ーを短時間で

ーストラリア

を応援し、楽

ホームステ

ムを着た子供

で大変だと感

である。日

4 分で入らな

ルンでは、大

で浴びられる

アンフットボ

楽しんだ。こ

テイの良いと

供たち 

感じたことは

本では毎日

なければなら

大切な習慣で

るようになっ

ボールもちょ

このように、

ころだと思

は、水

15 分

らなか

である

った。 

ょうど

オー

う。 
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7.3 メルボルンのコーヒー文化について (中田) 

 オーストラリアは様々な文化を持っている。なかでも、メルボルンはコーヒーが美味し

い街として有名である。街中にはたくさんの素敵なカフェがあり、コーヒー好きはもちろ

ん、そうでない人も楽しめる環境だといえる。この章では、メルボルンのコーヒー文化を

まとめるとともに、コーヒーの基礎知識やおすすめのカフェも紹介していこうと思う。 

 

7.3.1 メルボルンのコーヒー文化 

 オーストラリアはもともとイギリス文化圏だったので、伝統的には紅茶がメインだった。

しかし、80 年代後半にやってきたイタリア系の移民によってエスプレッソ系の飲み物（ラ

テやカプチーノなど、詳しくは次項で説明）が持ち込まれ、これがメルボルンの人々に受

け入れられたのが始まりと言われている。メルボルンのカフェ文化は欧州のそれと比べ、

比較的若いものといえる。 

 イタリアから持ち込まれた文化が主なので、メルボルンでコーヒーというとエスプレッ

ソが主流である。カフェでブラックコーヒーを頼むと、日本で飲むブラックコーヒーでは

なく、エスプレッソ、もしくはエスプレッソにお湯をそそいだ long black という飲み物が

出てきた。日本でいつも私たちが飲んでいるブラックコーヒーは、filter coffeeやbatch brew 

coffee、pour over coffee というので、注文する際には注意が必要だ。フィルターコーヒー

は近年から飲まれ始めたもので、実際、数年前まではアイスコーヒーなどはなかった。 

 また、同じフィルターコーヒーでも、日本とメルボルンだと少し味に違いがある。メル

ボルンのコーヒーは、日本で飲むコーヒーよりも苦味が抑えられており、酸味や甘みが際

立つ、さわやかな味が特徴である。これはエスプレッソが主流の文化であることに由来し

ており、フィルターコーヒーはエスプレッソのように苦味の強いものより、すっきりした

ものが好まれるからだそうだ。 

 

7.3.2 コーヒーの種類 

 コーヒーと一口に言っても、フィルターコーヒー、エスプレッソ、カフェラテ、カプチ

ーノなど、たくさんの種類がある。そこで、ここでは基礎知識として主なコーヒーの種類

をまとめたいと思う。 

 

 まず、フィルターコーヒーとエスプレッソの違いについてである。深煎りのコーヒー豆

を細かく挽き、専用の器具を用いて圧力をかけ短時間で抽出した、濃い少量のコーヒーの 

ことをエスプレッソと呼ぶ。一方、ペーパーフィルターなどを使って入れるのが、私たち

がイメージするコーヒーであるフィルターコーヒーだ。 

 さらに、エスプレッソはミルクを入れることによってカフェラテなどにもなる。エスプ

レッソ系の飲み物の説明と概念図を下に記載しておく。 

 



 

【esp

【lon

に

【caf

ル

っ

【cap

【fla

テ

む

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラ

徐々に

本場

presso , sho

上述のとお

えるが、抽出

ンの量は少な

ng black（ロ

お湯にエス

になるかと思

fé latte（カ

エスプレッ

ルクを温める

っているのが

ppuccino（カ

エスプレッ

ココアパウダ

at white（フ

エスプレッ

テやカプチー

むことができ

 

エスプレ

ラットホワイ

に提供され始

を味わうとい

ort black（エ

おり抽出した

出に時間がか

ない。 

ロングブラッ

スプレッソを

思う。 

フェラテ）】

ッソに、蒸気

る際にできる

が特徴。 

カプチーノ）

ッソに、より

ダーなどをま

フラットホワ

ッソに、ミル

ーノと比べて

きる。 

レッソ系の概

イトはオース

始めている種

いう意味でも

エスプレッソ

たコーヒーで

かかっていな

ック）】 

を注いだもの

 

気で熱したミ

る細かな泡

】 

りミルクフォ

まぶすことも

イト）】 

ルクフォーム

て、一口目か

概念図(http:

ストラリアや

種類である。

も、まずはフ
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ソ、ショート

でとても濃い

ない分、普通

の。ブラック

ミルク（スチ

（ミルクフォ

ォームが多い

もある。 

ムが少ないス

からよりしっ

://lokeshdha

やニュージー

もしどれを

フラットホワ

トブラック）】

い。そのため

通のフィルタ

コーヒーが

チームミルク

ォーム）によ

いスチームミ

チームミル

っかりとした

akar.com/co

ーランドでは

を頼んだら良

ワイトを飲ん

 

カフェイン

ーコーヒー

好きな方は

）を加えて作

って滑らか

ルクを加え

クを加えて作

エスプレッ

ffee-drinks-

ポピュラーな

良いかわから

んでみるべき

が多いよう

よりもカフ

これを頼む

作っている。

な口当たり

て作る。最後

作る。カフェ

ソの香りを楽

-illustrated/

なコーヒーで

らないという

きだと思った

に思

ェイ

こと

。ミ

にな

後に

ェラ

楽し

/) 

で、日本でも

う人がいたら

。 

も

ら、



 

7.3.3 おす

 メル

きたカ

く続か

楽しむ

ない

気の、

 

 

(1)【

 こ

地下ア

構造

だけ用

りと

（住所

 

 

 

コー

気だっ

すすめのカフ

ルボルンには

カフェが普通

かないとも言

むことができ

という状況が

、特徴的なカ

Switch Boa

このカフェ

アーケード内

になってい

用意されてお

自分の時間を

所：220 Col

ヒーを飲む場

った。 

(http:/

フェ 

は、素晴ら

通の味のコー

言われてお

きる。そのた

が起きてしま

カフェを 3 つ

ard Café】 

ラテは他のカ

内にあり、コ

る。通路を挟

おり、まさに

をすごしても

llins St、M

場所。まさに

//www.gogom

しいコーヒー

ーヒーを提供

り、街中で何

ため、選択肢

まいがちだ。

つピックアッ

カフェと比べ

コーヒーを作

挟んで反対側

に隠れ家のよ

も良いし、友

Melbourne VI

に隠れ家のよ

melbourne.c

38 

ーを提供する

供する程度の

何気なく立ち

肢がありすぎ

。そこで次の

ップし、紹介

べてミルクが

作る場所も壁

側には小さな

ような雰囲気

友達と行って

IC 3000）

 

コー

くれ

 

 

ような雰囲

com.au/gou

るカフェがた

のものであっ

ち寄ったカフ

ぎてどのカフ

のページから

介したいと思

がとても濃厚

壁の中に埋め

なカップルシ

気だった。文

てコーヒーの

ーヒーを作る

れたお姉さん

urmet/cafe/2

たくさんある

った場合は、

フェでもおい

フェに入った

ら、メルボル

思う。 

厚である。場

め込まれてい

シートやカウ

文庫本を持っ

の味を楽しむ

るカウンター

んがとても親

52.html よ

る。もし新し

そのカフェ

いしいコーヒ

たらよいかわ

ルンの人々に

場所もデパー

いるような面

ウンター席が

っていってゆ

むのも良いと

ー。注文をと

親切な方だっ

り引用) 

しくで

ェは長

ヒーを

わから

にも人

ートの

面白い

が少量

ゆっく

思う。

とって

た。 



 

(2)【

 フ

ブレ

たコー

から豆

かを記

いつい

コー

(http

 

 

 

7seeds Spe

ィルターコー

ンドコーヒー

ーヒー豆のみ

豆を買うか

記載した紙が

い長居してし

ヒーと豆の説

p://www.true

cialty Coffe

ーヒーを提供

ーもあります

みを使用する

もこだわりを

がコーヒー

しまうような

説明書き。説

elocal.com.a

ee】 

供しているカ
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学部四年 末續美優 

このプログラムは唯一一ヶ月間短期留学できるプログラムで、理工系の英語に特化してい

るということもあり参加しました。海外にはよく行くため、フライトや一人で行くことに

は抵抗がなかったのですが、初めてのホームステイだったため、他人との共同生活や食事

が一番の不安点でした。実際に行ってみると、ホストマザーは温かく私を迎えてくれまし

た。ホームステイと言えば、大家族に大きい犬がいて、大きい家があってというのを想像

しがちですが、実際には家庭環境は全く様々でした。想像通りの家庭もあれば、老夫婦二

人の家庭、他にも留学生を受け入れている家庭、マザー一人の家庭などです。私のホスト

は、若いキャリアウーマンの女性が一人で、シティの近くのアパートに住んでいました。

部屋は２LDK ほどで一人で住むには大きい家でした。ホストは料理をするのがすごく苦手

なようでしたが、私のために毎日一生懸命作ってくれ、一緒にケーキを作ったりもしまし

た。休みの日にはホストと友達とランチに行ったり、ホストのお母さんに会いに行ったり、

ペットショップに行ったり、ドライブしたり、たくさんの思い出ができました。ホストと

の相性は運だと思いますが、積極的に関わったり、ホストとの時間を作る努力をすること

はすごく大事だなと感じました。 

このプログラムでの私の目標は、スピーキング・リスニング力をあげることだったのです

が、想像以上に日本人が多く、至る所で日本語が聞こえていたのが残念でした。また、ク

ラスではもちろん英語しか話してはいけないのですが、日本人同士の片言の英語で英語力

が大幅にのびることもなく、意識レベルが違ったのも残念な点でした。授業ではディスカ

ッションする時間が多かったため、私はなるべく他国の留学生の近くに座るように心がけ、

積極的に話しかけるようにしました。幸運にも私のクラスの留学生はとてもフレンドリー

でしゃべるのが好きだったため、授業外でもランチしたりディナーに行ったり観光したり

と英語で会話する機会をつくることができ、仲良くなることもできました。また、放課後

にはなるべくワークショップに参加するようにしました。ワークショップでは IELTS 対策

の授業を行っていたのですが、授業レベルとしては正直普段の授業よりためになるなと思

いました。先生がとてもユーモアのある方だったためわかりやすく楽しい授業でした。こ

のワークショップは日本人が少なく、意識の高い学生が多かったのがすごく刺激になりよ

かったです。 

メルボルンはシティーアワードをとるほど住むのに適していると言われています。メルボ

ルンと言われてすぐに特徴は思い浮かばないと思いますが、行ってみて初めてわかる、言

葉にはできない魅力がいっぱいつまっていました。実際私もメルボルンの魅力に惹かれて

しまいました。天気、人々、町並み、自然、全てが素敵なところです。文化も人々も多様

性があり複雑に混ざり合いながらも、お互いが尊敬・尊重しながら生活をしている場所は

他にはないと思います。私はこの一ヶ月間で、様々な人と関わり、様々な文化に触れ、視

野が広がりました。世界で活躍できるグローバルリーダーになれるようもっと英語の勉強

に励みたいと思います。 



43 
 

学部三年 宮川まどか 

今回の留学は自分にとって、何もかもが初めての経験であり、毎日何かを感じ、学んだ。

そんな中、特に強く感じたことは、「コミュニケーションの面白さ」である。この面白いと

いう言葉は単に人と話すと楽しくて、ワクワクするということではない。時には強い言葉

で傷つくこともある。日本にいる時もさまざまな場所で新しい人と出会い、コミュニケー

ションをとることで新しい考え方を知ることや、自分との感じ方の違いを痛感することも

ある。しかし、今回は国際的に大きな視野で人を見て、感じることができた。とても面白

い経験である。私は、大学でできたオーストラリア人の友人に、「日本人は面白くない」と

言われた。その友人いわく、日本人はみんな同じことを話すそうだ。自己紹介ひとつする

にも、口を合わせて「趣味はテニスです。学科は○○です。」と話し、何か質問しても Yes

か No でしか答えない。繋がらない返事しかできないのである。私は日本人としてショック

を受けたが、そのような人にはなりたくないと思った。確かに、オーストラリアで生活し

ていると、驚くところで会話が始まった。例えば、ドラッグストアやカフェの店員、バス

の運転手である。挨拶が”How are you?”から始まるのも、会話が続く特有の英語である。

この会話が好きで、どんな人ともコミュニケーションを続けていけるということは素晴ら

しい国民性であり、私たち日本人も見習うべきだと思った。大学では、オーストラリア人

の他に、中国人やマレーシア人、サウジアラビア人と友達になったが、それぞれ性格や文

化が違うなかで、お互いの国の話や生活の話をすることができた。このように、たくさん

の人と出会い、お互いの話をする中で、「コミュニケーションの面白さ」を感じることがで

きたのである。 

また、オーストラリアの広大な自然を肌で感じることができたことも素晴らしい経験とな

った。週末にグレートオーシャンロードとフィリップアイランドを訪れた。グレートオー

シャンロードは世界で最も美しい道と呼ばれている。バスを降りてその景色を見た時、鳥

肌がたった。言葉では言い表せないほど美しく広大で、そんな景色を見ることができ、と

ても嬉しく思う。フィリップアイランドでは海から巣に帰ってくるペンギンを見ることが

できたが、広い海から、子にエサを与えるために帰ってきた小さなペンギンたちをみて、

とても優しい気持ちになれた。そのように、日本では絶対に経験できないような景色を感

じることができ、この時感じた感動は一生大切にしようと思うことができた。 

また、肝心な英語力であるが、自分の中では一ヶ月ではまだまだ話せるようになれなかっ

たので、努力不足に感じた。リスニング能力は始めの頃にくらべ、あがったように思われる。

しかし、会話をしていて、相手の話を聞き取れ、理解することができても、ボキャブラリー

が貧しいために言葉が出てこず、詰まってしまい伝えられないために悔しい思いをたくさん

した。この悔しさを胸に、日本でも英語の勉強を続けていきたいと思う。毎日英語を聞くこ

とが大切で、少しでも海外での環境に近づけることができれば英語の能力はあがるのではな

いかと思っている。 
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学部三年 沢崎鷹 

今回参加した理由としては、英語力を伸ばしたいというのもそうであるが、異国の地で一

人で生活しておきたいというのがあった。中学のころから修学旅行で行ったりとなにかと

毎年のように海外には行っていたが、英語を話さなくても生活できることはわかっていた

ので、行く前に立てた目標はあたかも現地の人であるかのようにメルボルンで普通に生活

をして過ごすというものであった。英語を話すことも聞くことも自由にできない分毎日毎

日生きるのに精一杯であったし、本来ならゆっくりくつろげる家ですら英語でやりとりし

なくてはならなかったし、とにかく疲れた一日であった。そういうわけで特に面白かった

ことをしたわけではなかったが、それでも楽しかったことはいくつもあった。 

個人的には一番行けてよかったと思ったのが、フットボールと呼ばれるメルボルン市民な

ら男性女性関係なくみんなが見るスポーツである。18 チームもあり、名前と本拠地とイメ

ージの動物をみんな知っていることに驚いたが何よりスタジアムの熱気に驚いた。僕がメ

ルボルンにいた時期がちょうどシーズンの最終戦からファイナルステージを見ることので

きる時期だった。シーズンで上位８位のチームがファイナルステージに残ることができ、

最大で四連勝すると優勝、という仕組みである。ホストマザーに行きたいと日本を出る前

から言っておいたからかもしれないが、すごくいい席を用意していただいた。その日は後

半５分ほどで逆転されてしまったが、その瞬間はスタジアム全体で非常に盛り上がり楽し

かった。個人的に一番よかったのが、ファイナルステージ一回戦の試合である。負けたら

終わりのトーナメント制であるため、試合開始前には国歌が流れたり、円陣を組んだり、

今まで見た試合の雰囲気とは異なっており鳥肌が立ったのを覚えている。周りのサポータ

ーも気合が入っていて点を取るたびになにかよくわからない英語を叫んでいたり、点を取

られると全身で悔しさを表現していたりととにかくどこを見ていても楽しかった。その試

合の動員数が９万人とわかったときは日本にもこういうみんなが好きで注目しているスポ

ーツがほしいなとも思った。 

楽しかったことの二つ目はホームステイの子と会話していたその時間である。僕が英語を

聞き取れないことをわかってくれてか、ずっとゆっくり喋ってくれてその上に必要な時に

は ipad を使ってくれて非常に楽しい夕飯を毎日過ごせた。彼が車好きということで一緒に

車の番組を見たり、お互いがわかる任天堂の話やゲームをしたり、ディズニーを見たり教

えてもらったり、など有意義な時間が過ごせてよかった。13 歳でとても細いが当然ではあ

るが流暢な英語を話しているので初めは大人だな、とも思っていたが、何度も話していく

うちに子供っぽさも垣間見られてとても仲良くなれたのがやはりうれしかった。 

最後に英語ができなくて不便だった出来事を何度も経験したからこそ英語をもっと勉強

していきたいと思えるようになったこともこのプログラムに参加してよかったと思えるこ

との一つである。 
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学部四年 奥山博史 

今回の海外語学研修は自分にとって初めての留学かつ海外渡航だったので、渡航前はとて

も不安で緊張していたが、徹底した事前学習と CIEE・大学によるサポート、同プログラム

に参加した他のメンバー達が居たおかげでほとんど何の問題もなく１ヶ月間の語学研修プ

ログラムを終えることができた。共にプログラムに参加したメンバーは心強く、一緒に参

加することができて本当に良かったと思う。英語で会話したことなどほとんど皆無で、事

前に学習する時間も取れなかったので、現地に着いていざ会話するとなるとやはり自分の

伝えたいことをなかなか上手く伝えることができず、とてももどかしい思いをした。もし、

今後同じようにプログラムに参加する人がいれば、強く日本での事前学習をすることを勧

めたい。ただ、そうでなくとも自分の意思を伝えようとする姿勢を強く持つことが大切な

のではないかと実際に生活をしてみて感じた。 

ホームステイ先は夫婦に子供３人、犬が１匹、留学生が１人と、とても賑やかな家庭であ

った。長男とは一緒にゲームをすることが多く、食事の時間には子どもたちと会話したり、

逆にこちらが日本語を教えることもあり、ホームステイでの生活はとても楽しいものだっ

た。今後、子どもたちが大きくなった姿を見ることが自分にとっての大きな楽しみである。 

Clayton キャンパスでの漫画ライブラリーという日本語クラブの学生が使用している部屋

では日本に興味のある現地の学生と交流することができ、他愛もない会話をして楽しんだ

り、日本のことについて英語で教えたりと英語を使うことができる大変貴重な機会を得ら

れる場所であった。今後、同じプログラムに参加する人には是非１度足を運んでみること

をおすすめしたい。漫画ライブラリーで友達になったたくさんの学生とは、今後もずっと

友達として交流していくであろうというほどに仲良くなり、日本に来る予定の友達とは日

本で一緒に観光をしたり、家に招いたりする約束までしている。 

今回の研修で非常に強く感じたことは、海外に居るからといって受動的であると英語を使

う機会は意外にも少なく、英語を使わなくても生活できてしまうため、自分から積極的に

行動することが非常に大切だということである。また、日本の学生と多くの時間を過ごし

てしまい、せっかくの機会に日本語をたくさん使ってしまうことが多く、英語を使うため

に自分はあまり積極的に行動することが出来なかったので、この点においては非常に反省

をしている。慣れない土地での生活はやはり精神的にも身体的にも疲れてしまうものであ

るが、せっかくの海外生活を全力で楽しみ有意義なものにするためにも、現地の人々と交

流できるようなイベントや場所を探し、積極的に異国の人々と会話する機会を自らどんど

ん作るべきであると感じた。 

結果的にはあまり英語を使う機会を増やすことは出来なかったが、この反省や研修を終え

たという自信を元に、日本での英語を使う機会を自らどんどん増やしていきたいと考えてい

る。今回の研修では他大の学生、現地の学生など様々な人々と関わることができてとても良

いものだった。 
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学部三年 伊東紀碩 

私は英語力を上げたいと思い、このプログラムに参加した。海外で一か月も過ごした経験

は無かったし、ホームステイも初めてだったため、行く前は不安でいっぱいだった。しか

し、実際にオーストラリアに着くと、不安は吹き飛び、とても楽しい充実した一か月を過

ごすことができた。このプログラムを通して、大きく成長することができた。自分が得た

と思うことは、大きく分けて三つある。 

一つ目は、やはり英語力が上がったことだ。ホストファミリーとの会話や、モナシュ大学

の授業を通して、英語に対する抵抗が無くなった。オーストラリアに着いた初日、初めて

ホストファミリーに会い、英語で会話したが、その時に謎の疲れを感じた。最初のころは、

英語を話すのに抵抗があり、体力を消耗していた。しかし、ホストファミリーや留学生と

の会話を通じ、英語を話すのがしんどくなくなり、軽い気持ちで英語を話せるようになっ

た。そうして最終的には英語を話すことが楽しくなった。日本に帰ってからも、外国人の

集まるパーティーに参加するなど、英語をもっと使いたいと考えるようになったのは、大

きな成長だと思う。あとは、外国人の醍醐味であるジョークを素早く言えるようになれば、

外国の人ともっと親しくなれると思った。 

二つ目は、規則正しい生活がいかに大切かに気づいたことだ。オーストラリアの人は、23

時には寝て、6 時くらいに起きる生活を送っている。一か月間このライフスタイルで過ごし

ていると、嘘のように元気に生活を送ることができた。日本に戻ってからも規則正しい生

活を継続したいと思った。 

三つめは、自分で考えて行動することの大切さを学んだことだ。日本にいる時は、親や友

達に頼りきっており、適当に生活していた。しかし、オーストラリアに行くと、親も友達

もいなくなったため、自分で行動しなければいけなかった。このような環境におかれて改

めて周りの人の重要さに気づくことができ、また自分だけの力で生活していくことの大切

さに気づいた。これから研究室選びや、就職活動など、人生において最も重要な選択をす

る。真剣に考えて、後悔しない選択をしたいと強く思った。この留学は、自分を見つめな

おすいい機会になった。 

また、空き時間に観光することができたのがよかった。グレートオーシャンロードや、フ

ィリップ島やパッフィンビリーに行ったほか、シドニーに行くこともできた。勉強だけで

なく、観光もでき大満足のプログラムだった。特にグレートオーシャンロードはとてもき

れいだったので、メルボルンに行ったらぜひ行ってほしい。 

今回の留学は、将来の進路に大きな影響を与えることになると思う。海外で一か月過ごし

たことで、やはり海外は楽しいなと感じ、問題である英語は日常会話程度ならできるとい

う自信がついた。将来、海外で仕事ができる機会に恵まれたら、前向きに参加しようと真

剣に考えるようになった。 
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学部三年 日比滉大 

今回私は語学力向上の目的でこのプログラムに参加しました。私は昨年生物系の世界大会

に参加したのですがその際、自分を含め日本人の英語力の低さを痛感しました。日本と同

じアジアの国でも、中国人や韓国人は英語が流暢に喋れていたのです。これが動機となり、

このプログラムに参加しました。今回は私にとって初めてのオーストラリア訪問であり、

また 1 か月海外に滞在するという経験も初めてでした。 

まずメルボルンに滞在して思ったのは、やはり 5 年連続住みやすい街 No.1 というだけあ

って、本当に住みやすい街だなと感じました。天気は基本的に晴れていますし、広々とし

た公園、暖かい人たち、広い土地、広い家などなど、東京にいるより、はるかにストレス

が溜まらずに生活できそうな環境でした。今後の生活や老後の生活をメルボルンで送ろう

かと考えてしまうくらい素晴らしかったです。オーストラリアが多国籍国家であるのもそ

のように考えた理由の一つかもしれません。メルボルンにはいろいろな国のレストランが

あり、いろいろな国籍の方が住んでいて、お互いの文化を優しく受け入れているような気

がしました。オーストラリアに来る前は、欧米人のような彫りが深い顔立ちの人が多いだ

ろうなと思っていたのですが、行ってみるとアジア系の人が結構多かったです。そのため

自分がメルボルンに引っ越してもすんなりと受け入れてくれそうな感じでした。 

また今回の滞在を通して、英語をしゃべることが苦ではなくなり、むしろ楽しいことだと

思えるようになりました。滞在して最初の頃は苦で、自分の言いたいことが言えずに沈黙

したり、単語を挙げるだけで精一杯でした。しかし相手もやさしい方が多く、私のつたな

い英語に耳を傾け、理解しようとしてくれました。私もそれに応えようと、100％ではなく

とも自分の伝えたいことを、関連した単語を何個も羅列したり、例をあげたりして話しま

した。この 1 か月の滞在では自分の英語力が飛躍的に成長したわけではないのですが、帰

国直前にはホストファミリーに「滉大の英語力は最初に比べてすごく伸びたよ」とほめて

いただいたり、また自分で振り返ってみても英語力は向上したなと思います。 

そして今回のプログラムで一番嬉しかったことは、海外の友達を作れたことです。Monash 

University には Manga Library というものがあり、彼らとはそこで知り合うことができま

した。クレイトンキャンパスで授業があった時には放課後はできるだけそこに行って交流

をはかろうとしました。先ほど話したように最初のうちは英語を聞くこと、しゃべること

に慣れず楽しく会話をすることはできなかったのですが、メルボルンで生活していくうち

にだんだんと改善され、楽しく話すことができるようになりました。仲良くなってからは

土日に遊びに行くのを誘ったりして、楽しい時を過ごすことができました。 

今回のプログラムを通して海外で生活を送るという選択肢が増え、またこの一か月で自分

の語学力は向上しましたがそれでもまだまだなので今後も継続して勉強しないといけない

と強く思いました。今後は派遣交換留学も視野に入れつつ、英会話スクールに通い英語力

のさらなる向上を目指したいと思います。オーストラリアで出来た友達は今度日本に来る
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予定なので、彼らとさらに楽しく会話ができるように頑張っていきたいと思います。 

 

学部三年 松井将洋 

この留学プログラムは東工大の超短期派遣プログラムの中では４週間という１番長い期

間のもので、これだけ長期間いたということもあって得られたものもあった。特に学んだ

ことの中でも大きいものは二つある。 

一つ目は、オーストラリアという移民の国で様々な国の人々と出会い、交流していく中で

英語力はもちろん現在のグローバル化していく社会を身をもって感じることができたこと

である。言い換えるなら国際意識を高めることができたということである。オーストラリ

アには純粋なオーストラリア人というのは実はそんなにおらず、中国人、台湾人、マレー

シア人、欧州からもたくさんの人が来ており、特に中国人はかなり多く自分のホームステ

イ先も中国系で、教会の神父なのだが、多くの中国人が集まっていた。オーストラリアで

一番見たのは中国人といってもいいくらいいた。そんな中国人も自分の国で英語をかなり

学んできている人は少なく、ホームステイ先にいた中国人とも英語でコミュニケーション

をとるのにはかなり苦労した。しかし向こうから見ても恐らくこちらと同じことを考えて

いたと思われる。中国人留学生は二人いたのだが隙あらば二人で中国語を喋り、自分にき

つい思いをさせてきたことからもそれが言える。自分も研修中他の日本人学生とは英語を

しゃべらなくていい時は常に日本語を話していたし、やはり人間極力母国語を使いたい欲

が強いのだろうということは言うまでもないが、それでは世界では通じないし、特に日本

語は日本でしか使えないようなものなので、こういった経験を通じて改めて英語の重要さ

を認識できたと思う。 

二つ目は、自分の国、すなわち日本で学んだものの理解を深め、かつそれを英語で説明で

きることの必要性である。特に宗教に関して日本人は無宗教ということを言うと説明しに

くく、場合によっては亀裂が生じる場合があるから、なんか信じていることにして亀裂が

生じるのは防ぐようにアドバイスをくれた人もいた。よくよく考えてみるとなぜ日本人が

無宗教なのか日本語でも理解していないのに英語で説明できるわけがないし、一部の宗教

に対し理解を示せない日本人も外国人から見たらよくわからない存在なのかもしれない。

そんな多様な考え方を自分の国の文化を中心に理解する必要があると思った。他にも日本

の土地やお菓子などについて聞かれた時も似たようなことを感じた。 

文系が身につけるような知識は外国人と、もっと言うと世界と繋がるために必要なんだ、

というのがこのプログラムを終えて最終的に感じたことである。また、１ヶ月といっても

他の大学の水準ではかなり短く少しでも長い期間滞在していたほうがいい経験になるので

このプログラムをとって本当に良かったと思う。阪大生がいることで日本人同士でも高め

あえるし、今は SNS でどこの人々ともつながりやすいので、このコースを取って視野を広

げることを自分は強く勧める。 
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学部三年 松久和歩 

1 ケ月というとても短い間でしたがとても満足のいく超短期留学とすることができたと思

いました。 

1 ケ月で英語が出来るようになるかと聞かれると、自分自身出来るようにはあまりなりま

せんでしたが、1 ケ月過ごしていく間には、自分の未熟な英語でもホームステイ先の方々や

授業が一緒の留学生の人たちと意思疎通が出来、多少自信がついた一方で、自分の伝えた

いことは 10 あるのに自分の英語の力では 2,3 程度しか伝えることが出来ない、自分の力の

なさを実感し、これからの英語の学習に対してしっかりとした目標を持てました。 

また、1 ケ月の間滞在していたため現地での友達を作ることが出来たこともよかったです。 

今まで海外には何度か行きましたが滞在期間も短くまた観光が中心だったため、これまで

そのようなことはありませんでした。モナシュ大学にはマンガライブラリーという日本語

のマンガが置いてある図書館があり、そこには多くの日本語を学んでいる学生がいました。

自分は何度か訪れたのですが楽しい会話をすることが出来ました。また City Campus で行

われる Monash English では自分たちと同じく英語を勉強しに来ている海外からの留学生

がたくさんいました。クラスで一緒に過ごしていくうちに彼らとも仲良くなり何度か遊び

に行ったり、ご飯を食べに行ったりしました。この様な経験は今まで自分はしたことがな

かったのでとても良い経験になったと思います。 

また、メルボルンという町はとても過ごしやすくよい町だったと思います。まず町並みが

すごくきれいでした。メルボルンを代表する駅である Flinders Street station にはイギリ

スを思わせるような歴史ある駅舎があり、その他にも州立図書館やアーケード等とてもき

れいな街並みでした。またカフェ文化が根付いているためメルボルン市内には多くのコー

ヒーショップがあります。週に 3,4 回通っていましたがとても良かったです。また週末には

様々な場所に出かけましたが、それらもとても素晴らしかったです。グレートオーシャン

ロードの美しい海やビーチ、フィリップ島のペンギンパレード、グランピアンズ国立公園

の雄大な自然などすべてが日本では体験できないような素晴らしいものでした。 

自分のこの 1カ月のメルボルン滞在で一番反省していることは明確な目標を立てずに 1ケ

月を過ごしてしまったことです。一応自分の持っていた目標は毎日夕食後短くてもよいの

で話をするというもので、達成はしましたが、もっと具体的な目標や学習計画なども立て

ておけばよかったと思いました。 

1 ケ月というのはとても短くすぐに終わってしまいます。きちんとした目標がないとメル

ボルンに行ってからは毎日が目まぐるしく動いていて日々過ごすことで精一杯になってし

まいます。来年の春にもモナシュへのプログラムがあるそうですが、旅立つ前に是非しっ

かりと目標を持っていってみてください。 
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学部三年 目黒創太 

私が本プログラムにおいて向上を目標としていたことは主に二つであった。一つ目は英語

でのプレゼンテーション能力、二つ目は英語の会話能力である。それぞれについてある程

度向上することができたので具体的なその要因などについて順に詳細を記載する。 

まずは第一のプレゼンテーション能力について述べる。私のプレゼンテーション能力は本

プログラム参加前と比較するとかなり向上したと思われるがその要因は主に三つある。プ

レゼンテーションにおいて注意するべきことについて明確にリスト化したこと、またプレ

ゼンテーション後に先生から評価やアドバイスなどが記載されたプリントが配られたこと

によってプレゼンテーションの客観的な振り返りをすることができたこと、何度もプレゼ

ンテーションを行ったことが挙げられる。特に何度もプレゼンテーションを行ったことに

よって人前において緊張するということがなくなり、少し落ち着いてプレゼンテーション

を行うことができるようになったと思う。そもそも研究室所属もしていない学部生である

ため、私には英語どころか日本語でもプレゼンテーションをする機会というものがあまり

なかった。正確に言うと英語の講義で週一ほどプレゼンテーションの講義があったのだが

これのみでは自分の直すべきポイントが明確にならず、結局この能力が向上したという実

感が湧かないまま講義が終了した。そのため、本プログラムにおける私自身の大きな目標

のうちの一つとしてこのプレゼンテーション能力の向上を掲げており、実際に向上を確認

することができたことは自分にとってプラスとなった。 

次にもう一方の英語の会話能力について述べる。これが向上した理由については単純にホ

ームステイ先のホストファミリーや他の留学生などと英語で会話をしていたからであると

考えられる。私は日本語での会話能力さえも乏しい。そのため国語ではない英語について

はなおさらであり、本プログラム前、そして本プログラム開始から一週間ほどは片言でし

か話すことしかできなかった。この原因としては話したい日本語を即座に英語に変換する

ことができずにもたついてしまったことが考えられた。そのため本プログラム中において

使うと考えられた単語についてはまとめて覚えるように勉強をすすめた。このプログラム

中においてこの弱点を完全に克服することはできなかったが弱点の理由がわかったことか

ら、勉強する際に対策を立てることができるようになった。 

このように本プログラムから主に以上のような二つのスキルを向上させることができた。

今後研究室に所属するにしても企業に入ったのちにしてもプレゼンテーションをする際な

ど様々な場面で英語を使う機会があると考えられる。そのためこの留学経験は今後のキャリ

アに十分生かしていくことができる貴重な経験であった。 
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学部三年 劉暁夢 

私は長期にわたって英語圏に滞在したことがなかったので、英語圏の国で生活するとはど

のようなものか経験するために本派遣プログラムに参加した。1 か月の語学研修を通じ、英

語力の上達は当然のこととして、オーストラリアの文化に適応することも当初の目標とし

て挙げていた。研修を終えた今でも、オーストラリアでできた友人やホストファミリーの

人と連絡を取り合っているので、その点ではこの研修は成功したと考えている。 

このプログラムでは、モナシュカレッジに 1 か月間通い、英語の講義を受けた。英語の講

義ではリーディング、リスニング、ライティング、スピーキングを満遍なく扱い、いずれ

の能力も向上させることができたと実感している。特にスピーキングについては日本で鍛

錬できる場所が少ないので、現地の講義によって鍛錬できて大変ありがたかった。スピー

キングの練習ができることこそが留学に行く最大の利点の 1 つだと私は考えている。1 か月

モナシュ大学で英語の講義を受けたことで、特に発音の上達を実感した。初めのうちはホ

ストファミリーにも自分が話している英語が通じず、苦労していたが、時間が経つにつれ

通じるようになり、発音を褒められるまでになった。帰国した今も、英語の大切さを痛感

し、東工大のイングリッシュカフェなどにも参加している。 

また、私は 1 か月の滞在を通じて国籍問わずさまざまな友人ができた。その友人たちとグ

レートオーシャンロードやフィリップアイランド、グランピアンズ国立公園やシドニーな

どの場所に旅行した。いずれの場所においてもその場所特有の自然や雰囲気を満喫できた。

また、今回の滞在を通じて天候の悪い日はなかった。やや霧雨ほどの雨は降っても、傘が

必要になるほどの本降りの雨は一日も降らず、とても過ごしやすかった。メルボルンから

さまざまな場所に旅行に行ったが、少し日程を詰め込みすぎたと反省している。シドニー

へは日帰り旅行で行ったが、ハーバーブリッジとオペラハウスしか観光できずにすぐにメ

ルボルンへ帰ってくる羽目になった。今後行く人へのアドバイスとしては、外国に行って

さまざまな場所を観光したい気持ちはわかるが、詰め込みすぎても 1 つの場所を満喫しき

れないので、行く場所を厳選してじっくり観光することをお勧めする。 

今回の留学を通じて自分の中で英語への意識が大きく変わった。留学に行く前から英語の

大切さについてはいろいろな人から口酸っぱく聞かされていたが、実際行ってみてより英

語の大切さを実感した。メルボルンでさまざまな場所に行ったが、想像以上に日本人が活

躍していて驚いた。モナシュ大学のアドバイザー、博物館のガイドなど日本人が流暢に英

語を話し外国人とコミュニケーションをとっていて羨ましく思った。今後の私たちの活躍

の舞台が世界である以上、英語は必須条件であるから、大学在学中に恵まれた東工大の英

語学習環境を有効利用しようと強く思った。 
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学部二年 青山航大 

今回の留学プログラムでは、自分が最低学年だったため、多くの先輩の中に混じらせて頂

きました。先輩方はいるもの、生活は実質自分一人なので、海外で暮らせるかという不安

を抱えていて、それを払拭させるために、出発前の一週間は、留学の準備や目標について

ずっと考えていました。 

しかしオーストラリアのホームステイ先に着いてみると、自分があまりにもオーストラリ

アを日本とかけ離れている存在と思い込んでいたことに気づき、肩の力も取れました。自

分のホームステイ先では、ちょうど同じ日からベトナム人の女の子がホームステイをする

みたいだったので、お互いの国から持ってきたお土産を交換することで、仲良くなりまし

た。残念ながら、ホームステイ先の人は、家族と仕事(ホームステイ)を別にしている感じだ

ったため、あまり話す機会がなかったのですが、このベトナムの子とは、一緒に食事をと

る時に、いつも楽しく会話していました。心配していた英語も自分が予想していたより通

じました。行く前に英語を勉強していたことも効果があると思うのですが、何かを伝えよ

うとするときに大事なのは言語じゃなくて気持ちということを強く実感させられました。 

授業が始まってからは、プレゼンの練習やパワーポイントの作成等、自分があまり経験し

たことのないことをいろいろとやらせて頂く日々が続きました。残念ながら、最終発表は

うまくいかなかったのですが、先生から発表についてアドバイスを頂いたことや、先輩方

のプレゼン発表を見る機会に遭遇でき、今後自分が学部高学年になって研究成果などを発

表する時のための参考になったと思います。 

それから、オーストラリアで最も大きい成果は、オーストラリアに友人ができたことだと

思います。留学の中盤で、自分の英語力が本当に伸びているか、オーストラリアで何をし

ているのか分からなくなった時期がありました。この留学が今後につながるためには、何

を自分がすべきか分からなくなったのです。そこで、この留学を薦めてくれた一人である

従兄弟にアドバイスを求めたところ、留学で英語力は簡単に伸びないけども、楽しいとい

う経験やかけがえのない友人の存在が英語を学ぶ原動力になるという返信を頂きました。

次の日、勇気を持って外国の学生に話しかけたところ、思っていたよりも仲良く話すこと

ができ、別の日に何度か街を案内してくれました。本当に楽しく有意義な時間を過ごすこ

とができました。今でも彼らとは、Line や facebook などで連絡を取り合っています。この

ようなかけがえのない関係を築くことができたことに感謝したいです。 

今回のプログラムを運営していただいた東工大国際連携課を始めとする皆様、本当に素晴

らしい体験をさせて頂き、ありがとうございました。この経験を糧にして、日々英語はも

ちろん、それ以外の様々なことも積極的に励んでいきます。 
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学部二年 山本雅之 

今回は、理工系のための英語研修プログラムということで興味を持ち参加させていただい

た。4 月の時点で今年は夏休みにどこかに英語力向上のために短期留学をしたいと思ってい

たところにこのプログラムを見つけて、まさに自分にうってつけだと思ったからである。4

週間という、短期のプログラムにしては長い期間であったが、それでも終わってみるとか

なり短かったように感じる。しかしながらかなり充実して、中身の濃い 4 週間であった。 

はじめに今回の研修を終えて、英語自体の能力については正直それほど伸びたとも言えな

いと感じる。1 ヶ月という短い期間であったため仕方のない部分もあるであろうが、それで

もいくつかの反省点はあげられる。一つは、留学前の英語の準備不足である。留学に行く

前は向こうに行ったらなんとかなるだろうと気楽に構えていたが、実際に行ってみたらそ

の考えは甘かったことに気がついた。英語を話そうにも、（基礎的な）単語や文法が出てこ

ないのである。また、英語を聞くときにもわからない（基礎的な）単語が頻繁に出てくる

のである。向こうについてから、留学前にもっとしっかりと勉強しておけばよかったと後

悔した。二つ目に、研修の最初こそこれから英語をやるのだというやる気に満ち溢れてい

たが、途中から段々とそのやる気が低下してしまった点である。はじめのうちは積極的に

ホームステイファミリー等と会話をしようと試みていたのであるが、途中から、会話にう

まく混ざれないことが苦しくなり、自室にこもりがちになってしまったのだ。しかし最後

の方はこれではダメだと思い、なんとかコミュニケーションを取ろうとがんばれたと思う。 

反面、今回の研修では純粋な英語力以外にも得たものはたくさんある。まず、英語を学ぶ

上での姿勢や勉強法などを学ぶことができた。また、オーストラリアは多文化社会という

ことで、様々な国の文化に触れることができた。放課後に大学内で開かれていたワークシ

ョップに自主的に参加したのも、内容が実践的でかなりためになった。現地の学生や他の

国からの留学生など、たくさんの仲間と巡り会えた。中でもマンガライブラリーでのジャ

パニーズクラブの学生との交流はこの留学の中で最も有意義だった体験の一つである。休

日に二日間使って行ったグレート・オーシャン・ロードとフィリップアイランドのバスツ

アーは純粋にとても楽しく、留学中の一大イベントであった。その他の観光地もいろいろ

なところに行くことができ、中でもパッフィンビリーの蒸気機関車はかなりエキサイティ

ングだった。 

留学を終えて、まず英語をもっと勉強しなければならない、したいというモチベーション

が強くなった。日本をひとたび出ると日本語を話せる人は殆どいなくなり、英語を使って

のコミュニケーションが主となるので、将来海外で仕事、研究をするなら英語を話せるこ

とが必須である。今回の研修でそのことがより強く、身を持って分かった。またオースト

ラリアでは中国語を話す人も多く、中国語を本格的に学んでみるのも良いのではないかと

感じる。今後の展望として、学部のうちに今度は半年など長期での留学をしたいと思うよ
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うになった。また、学部卒業後は、海外の院で研究をしたいという想いが強くなった。今

回の研修は、失敗した部分もあるが、全体として参加してよかったと思えるものとなった。 

 

学部二年 劉安越 

このプログラムには英語力を向上させることを目的に参加した。なので、英語圏の国に留

学をすることは楽しみであった。結果的に１か月で英語力を飛躍的に向上させることは難

しいとわかったが、それでも日本に帰ってきてからも継続的に英語の勉強を続けるように

なったので失敗だとは思っていない。 

終わってみて思うのが、留学というよりも旅行の要素のほうが強くなってしまったなとい

うのが率直な感想であった。もちろんものすごく楽しかった上に、自分も進んで遊んでい

たのでこんなことをいう権利は無い。自由時間がものすごく長いので、そこをどう利用す

るかは、結局は個人の意識の差だと思われる。僕は後半になってこのままでいいのかと気

づき、自由時間に遊ぶことはやめて、しっかり勉強するようになった。 

まずは英語研修に関する感想から。モナシュイングリッシュの授業は幸運なことにレベル

６に配属され、他の人の意識も高く良い環境で勉強できた。とくに日本以外の国から来た

留学生の英語力がかなり高く、話していて良い刺激になった。クレイトンのほうの授業は

生徒が全員日本人であり、先生の授業を聞くというよりも生徒同士で会話したりプレゼン

をしたりということがメインであったので、どうしてもモナシュイングリッシュに比べて

効果が薄いように思えた。ホームステイ先はあまり会話の多くない家庭であったが、もう

一人ベトナムからの留学生がおり、その人とかなり会話をした。最終日付近では歴史や国

の価値観の違い等を深夜２時くらいまで語り、とてもいい経験になった。このプログラム

で英語力を向上させたいのであれば、本当に意識が一番大切だと思う。９月末はみるみる

会話も聞き取りも良くなっていった気がした。 

次に英語研修以外について。メルボルンは想像よりはるかに生活しやすく、楽しい町であ

った。物価が高いことを除けば何一つ不満点が無い。平日は CBD 内を散歩し、週末は遠い

ところへ旅行するのが基本であった。自然も建造物も綺麗で美しい町というのが１番の印

象で、どこに行っても飽きなかった。そして、そういった場所へ大学生で集まって行くの

で、楽しくないわけがなく、毎日毎日とても楽しい日々が過ごせた。１か月で色々な人と

仲良くなれ、東工大で少ないコミュニティの中で生活していた僕にとって夢のような１か

月であった。僕は、学習環境の原因もあるのだが、現地の友達をほぼ１人も作らず、日本

の学生の友達がたくさんできた。このような人は少ないと思うが、僕は全く後悔していな

い。 

このプログラムの成果はかなりクラスに左右されると思う。事前のクラス分け試験で分か

れたクラスによってかなり異なる１か月を過ごすことになる。レベル６は午後授業であっ

たので毎日ほとんど観光ができず、みんなキャンパスで朝から勉強していた。反対に午前

授業のレベル５のクラスは、午後にかなり観光していた印象があった。 
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最後に、このようなプログラムに参加できてとても幸せだ。とても密度の濃い１か月が過

ごせた。また１年後か半年後の留学をする予定なので、今回の経験を生かそうと思う。担当

の方々、東工大のメンバーのみなさんに感謝したい。 

 

修士一年 王丹 

 メルボルンに関する感想： 

初めてメルボルンに着いた時に、メルボルンの綺麗な空に目を奪われました。日本の空と

違い、色がしっかりした青い空と白い雲が土地から近く、全体が自然に馴染んでいる感じ

がしました。町の中心に行くと、びっくりするほど人種が多いです。そのため、食のバラ

エティも富んでいます。人々が親切で、ただ目があった人にも優しく挨拶をしてくれます。

友好的で、すごく溶け込みやすいです。 

 大学に関する感想： 

初めてモナシュ大学で授業を受けた時に、モナシュ大学でのすごく自由な雰囲気を感じま

した。大学の中にはショッピングセンター、コーヒーコーナー、レストラン、映画館など

が設置されています。大学生も様々な国から来た留学生が多く、両親が外国国籍で、メル

ボルン生まれの人も多いです。ほとんどの大学生の雰囲気は明るくて、みんな自分が好き

な研究分野を勉強し、しっかり将来の夢を持って進んでいる人たちが多いです。彼らが夢

を追っている様子は私に強い刺激を与えました。 

ホームスティに関する感想： 

ホームスティの経験は今回のプログラムで一番魅力的なところだと思います。一人で現地

のホストファミリーと生活し、英語だけでコミュニケーションをする場を作ってくれまし

た。そして、英語だけではなく、自分のコミュニケーション能力も鍛えられました。メル

ボルンでは通常夜 6 時ぐらいに仕事が終わり、ほとんどの人が家に帰って、食事の準備を

します。朝ごはんと昼ごはんはコーヒー、クッキー、サンドイッチなどの軽食を食べるの

がメルボルンの習慣なので、ディナーはかなり重視されています。ディナーの手伝いをし

た時、必ず「今日は何をしましたか」という風に聞かれます。それから話が展開できます。

ディナーが重視されているので、ホストファミリーから 6 時半までに家に着かなければい

けないと言われますが、それもある意味で家族との時間を大事にするというカルチャーを

表していると思います。ディナーでは 1 日の感想としたことをシェアして、それぞれの意

見を言います。びっくりしたのは、両親と子供の間に一切上下関係がなく、子供を大人と

して、意見を聞き、決定を尊重していたことです。なぜ大学で出会った人が若いのに、自

分なりの意見を持っているのかがかりました。 

今回のメルボルン短期語学研修プログラムでコミュニケーションに関する新たな認識が

できました。初めて英語圏に留学するので、行く前に、自分の英語に自信がなくて、かな

り緊張しました。しかし、実際に感じたのは、英語の文法の正しさを無視して、とにかく

周りの人に話しかけることが大事だということです。英語を使えば使うほど、英語でのコ
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ミュニケーション能力が上がります。そして、コミュニケーションでは語学が全てではな

く、場合によって、行動が言語よりもっと強く自分の伝えたい意味を表すことができると

いうことに気づきました。 

 

修士一年 佐川夏紀 

今回，私がこのプログラムに参加した理由は今夏が学生のうちに留学のできる最後のチャ

ンスであると思ったからです．もともと海外に旅行することが好きで，4 年生になって研究

室に配属されて以来，研究室には常に留学生がいた為英語を話すことにはあまり抵抗はな

く，もっと流暢に英語を話せるようになりたい，海外の人々と英語を使って積極的にコミ

ュニケーションをとってみたいと考えていました． 

実際に 1 ヶ月留学してみて感じたのは，1 ヶ月という期間は長期留学をする前に行くには

最適であるが，語学力向上のために行くにはその目的を達成させるのは非常に難しいとい

うことを感じました．それに関しては，オーストラリアに行く前から友人から話は聞いて

いたのですが，その 1 ヶ月の使い方次第で自分の現状の英語力を理解し，弱点を掴めれば

効果的な勉強も可能であるということもわかりました．私は，リスニングとスピーキング

をとにかく伸ばしたかったので，授業中はもちろんですが，家に帰ったらホストファミリ

ーと積極的に話すこと，オーストラリアの友達を作って会話をたくさんすることを心がけ

ました．家に一人でいる時もニュースをサブタイトル付きで見たり，英語の本を読んだり

ととにかく常に英語に触れているようにしました．そうしているうちに少しずつホストマ

ザーや友達の言っていることをより多く理解できるようになったり，自分から何かを伝え

ようとする姿勢をもつことができるようになったりしました． 

私は都市計画を勉強しているのですが，メルボルンの街並みは非常に綺麗で，公共交通が

しっかりと整備されている印象を持ちました．イギリス風の歴史のある建築とトラムが街

中を走る風景はヨーロッパに来たかのような感覚になりました．世界の住んでみたい街ラ

ンキングで首位に君臨しているメルボルンですが，住環境もよければ現地の人々の人当た

りも良く，とても快適に過ごすことができました．オーストラリアは移民の国であり，た

くさんの人種が入り混じっています．アジア系の方も多く，中心地にはチャイナタウンが

あったり，様々な国のレストランがあったりしました．色々な国の文化を受け入れ，お互

いを尊重しているスタイルはなかなか日本で実感できないことであったので，非常に好感

がもてました． 

色々なことを感じた 1 ヶ月でしたが，この期間を通して，世界に出て仕事がしたいという

気持ちが非常に強くなりました．それに対して私の英語力には課題が多くありますが，そ

れを克服して，広い視野を持ってより豊かな人生を送っていきたいと強く思いました．そ

ういった気持ちになれたことがこの留学の一番の収穫であると感じました． 
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修士一年 中田荘星 

私は「海外で ”生活している” 感覚を得たい」と考え、本プログラムに参加した。理由と

しては、その経験を通し、海外で生活していけるという自信をつけることで、今後の進路

の選択肢が広がると考えたからだ。今までに何度か海外旅行には行ったことがあったが、

観光ということもあり現地で “生活している” 感覚は得られなかった。そこで、留学プログ

ラムを選ぶ上で「1 ヶ月以上の留学」「ホテル泊ではない」の２つを条件としていた。 

プログラム中は「日本での生活でやっていることは当然のようにやる」ことを心がけた。

例えば「レストランの開店時間を知りたいときや予約をとりたい際には、オンラインやメ

ールでやり取りするのではなく、すぐに回答が得られるように電話をする」といったこと

だ。プログラムの序盤は、外国の方に話しかけるのに抵抗があり、またいざ話しかけても

向こうが言っていることが理解できないことも多かったので、常に緊張した状態で生活を

していた。そのため、生活の中では意識して行動を起こす場面が多く、いつも通り生活し

ている感覚はなかった。 

しかし、生活にも慣れていき、プログラムの最後の週に入った頃からは日本と同じような

感覚で生活できていたと思う。英語の能力の問題で会話がままならない部分も依然として

あったが、会話をする際に緊張することもなくなったし、生活の中で特に意識して行動す

ることもなくなり、リラックスした状態でいられるようになった。以上から、自分が設定

した目的は達成できたように思う。 

留学を終え、英語力を伸ばしたいという気持ちが強くなった。所属している研究室の先生

が、私が修士 2 年のときに退官されるため、今後長期留学をすることは難しい。しかし、

もし現在自分が学部生で研究室に所属していなかったとすると、海外の大学院への進学や、

長期留学のための大学休学なども検討していたと思う。私はこれまで、部活動に所属して

いた関係で留学にいくことができなかったが、留学を迷っている人がいたら、将来の選択

肢を広げるという意味でもなるべく早い段階で留学に行くべきだと思った。 

また、自分が予想していたよりもメルボルンを好きになった。正直なところ、プログラム

に応募する際、場所は全く気にしていなかったため、メルボルンについて全く知らない状態

で留学に行くと決めた。しかし、プログラムを終えて、メルボルンで良かったと心から思う。

CBD に行けば欲しいものは揃うし、トラムや電車に少し乗るだけで綺麗な海や大自然のあ

る場所に行ける。加えて現地の人々も魅力的だった。ホストマザーや、事前学習でお世話に

なったデフェランティ先生をはじめ、多くのオーストラリア人が自分の国や街を愛し、何も

知らない私に色々な場所を紹介してくれたのがとても印象に残っている。友人の中にも「将

来は絶対ここに住む、永住を決意した」と言っている人がいたが、それも納得できるくらい

素敵な街だったと思う。 
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修士一年 濱村肇 

私はこのプログラムで、人生初めての海外を経験しました。正直、このプログラムの応募

の締め切りギリギリまで、受講しようか迷っていました。その理由としては、修士の学生

であり時間に余裕があまりなかったことがひとつ、またこのプログラムに参加するには、

決して安くはない金額が必要であったことが最後までネックでした。しかし、一度も海外

を経験することなく社会に出たくなかったことと、上手ではない英語でも外国人とコミュ

ニケーションが取れるという自信がほしかったため、最終的には参加することを決断しま

した。 

まず、このプログラム全体を通して感じたことは、オーストラリアでは、自分から口に出

して初めて、変化が起こるということです。簡潔にいうと、自ら言わなければ、何も伝わ

らないし、くみ取ってもらえないということです。実際に、私が経験したことは、ホーム

ステイ先の自分の部屋が朝夕は特に寒く、部屋の中であるにも関わらず厚着をしていまし

た。しかし、ホストファミリーは特に気にするような素振りもなく、ほとんど意にも介し

てくれませんでした。入国当初は、自分のことで精一杯でしたが、自分に余裕が持てるよ

うになってきたころ、私が一言、寒い朝夕にエアコンを使用しても良いかホストマザーに

尋ねたところ、「だから、毎朝たくさん洋服を着ていたのね。」と笑われてしまいました。

日本人は、文化上ホスト側がくみ取ってくれるのを期待しがちですが、オーストラリアで

は違います。自分から口に出して初めて考えてもらえるといった文化で、軽いカルチャー

ショックを受けました。しかし、このような経験も日本から出なければできなかったこと

です。 

次に、このプラグラムで一番の収穫で、経験になった印象深い出来事は、留学した学校で

友達が数人できたことです。モナシュカレッジに登校初日、勇気を出して研修校先の日本

語クラブに足を運び、話し相手を見つけて話をしました。その人は日本語クラブのメンバ

ーの一員であり、日本に興味があったので日本の話題で会話はすぐに弾みました。自分の

英語力は低レベルであったため、相手には自分の英語をくみ取ってもらいながら会話をし

たところ、初日で連絡先も交換する仲にまでなりました。また週末には、その友人にメル

ボルン観光を含めて、メルボルン都市部の案内をしてもらえたりもしました。さらには、

日本に来たときは遊びにまで来てくれるといってもらうほど研修中に仲良くなり、今でも

連絡を取り続けており、SNS 上でくだらない会話を楽しんでいます。 

最後に、色々と悩んだ末、オーストラリアに行くことを決めましたが、初めての海外とい

うこともあり、自分にとってかなり有意義な経験を積めたと思います。また、自分にもっと

英語力があればという思いを研修中にオーストラリアで感じることができたので、インデペ

ンデンススタディー（個人勉強）を日本でし続けるとともに、自分のコミュニケーション能

力向上に努めていきたいと思います。 

 


